
その他の接客娯楽業－その他における動作の反動無理な動作災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
14～

15
ホール業務である箱下ろしの際に腰を痛め急性腰痛症となった。 52

30

～

49

1
20～

21

テニスのレッスン中に散らばったボールを集めようとした際、過って左足でボール

を踏んでしまった。 様子を見れば大丈夫だろうと考えていたが、後日、全治4週間

程度の捻挫と判明した。

22

10

～

29

2 15~16
パチンコホール内にて、ドル箱を持って移動する時、お客様と接触するのを避ける

ため腰を捻った時によろけて腰を痛めた。 ドル箱（パチンコ玉）重さ7㎏。
29

50

～

99

2 15~16 駐車場1階にて、溝掃除の途中に、溝の段差に足を取られて、足首をひねった。 68 ―

3 16~17
業務中にメダルの入ったジョッキ（およそ5㎏）を数回にわたり補充を行う作業を

行っている際に、腰に強い痛みがはしり、急性腰痛症を負った。
25

100

～

299

3 3~4

段ボール箱に詰めた割れ物（約3㎏）を厨房からゴミ捨て場へ運ぶ際に、厨房出口

でお客様にぶつかりそうになり、体勢を崩しながら避けたところ、腰に急激な負荷

がかかり腰部捻挫を発症した。

31

30

～

49

4
9～

10

パチンコ台倉庫にて、パチンコ台の搬入作業をする際、トラックから台倉庫にパチ

ンコ台を搬入するため、荷台（高さ1m50cm）からパチンコ台（40kg）を持ち上

げ、床に降ろす途中、左側の背中を負傷する（胸椎捻挫、背部筋肉痛）。

31

50

～

99

10



4
22～

23

カラオケルームにて横長ソファーを清掃時に、誤ってソファーにのせていた膝を滑

らせ、左膝を床に強打し骨折した。
31 ～

29

4
10～

11

運搬用籠を事務所から外売りカウンターへ運び、外売りカウンターの机上に置いた

時、背筋と腰に負荷がかかり痛みがあった。
18

10

～

29

5
16～

17

練習場内倉庫においてボール運搬中、台車より滑ってボールカゴを落しそうにな

り、手で支えた時に痛みがあり時間が経つごとに痛みが増した。
59

1～

9

5
10～

11

パチンコの機械が設置されているホール内で、客の手元にあるパチンコ玉が入って

いる重さ約10㎏の箱を空箱と交換する際パチンコ玉が入った箱を床に置こうとし

たところ、スペースが狭くて、腰と右ふくらはぎに負荷がかかった。

32

10

～

29

5
11～

12

店内にて作業として行っていた巡回や、パチンコ玉が入った箱を上げ下げする動作

で膝に負担がかかったものと思われる。
20

30

～

49

5
18～

19

店ホール内の1円パチンココーナーにて、お客様の玉箱（1箱約1900玉、重量10㎏

超）を5箱台車にのせコーナー島端にある玉計数機に連続して玉箱を持ち上げ玉を

流す作業をしていた。 腰を曲げた姿勢から足元の玉箱を素早く持ち上げた瞬間、

腰に激痛が走り、自分では立っていられない状況となった。

23

50

～

99

5
9～

10

自店（パチンコ店）にてスロットメダルの回収作業中、スロットメダルを載せた台

車を移動させようと手前に引いた際に腰を痛めて動けなくなり、腰椎捻挫を負っ

た。

25

30

～

49

6 7～8
駐車場にてのぼりを設置する際に、のぼりを1本手に持ちながらガードレールを跨

ぎ、草むらを2､3歩歩いたところで足首を捻ったものである。
35

10

～

29

6 2～3

お客様のドル箱（箱数3箱、1箱当たり1.5kg）を計数機まで運ぼうとし、箱を持ち

上げた瞬間、腰から足にかけて激痛がはしり動けなくなったものである。 閉店時

だったため少し急いでいた。 薬の服用と湿布をして、軽作業をしていたが、後日

スロットコーナーを巡回中、お客様にお声掛けされた際に振り返ると、以前より激

22

30

～

49



しい痛みが出て、動けなくなり入院となった。

6
11～

12

回収したラフトボードをバン（車両）のキャリアに載せようと2人で持ち上げよう

とした際、相手方が誤ってボードを落としてしまった為、60㎏あるラフトボード

の重みが被災者にかかり、腰を痛めたものである。

43

10

～

29

6
15～

16

店内にて、お客様のドル箱を交換しようと持ち上げた際に、腰に負荷がかかり肉離

れ（ギックリ腰）を起こした。
33

30

～

49

6
22～

23

カラオケ店の店先で、高めのハイヒールを履き、顧客を見送りしていた際に、左の

ハイヒールのソールが舗装面のわずかな凹凸に引っ掛かり、不安定になった状態で

左足に荷重をかけてしまったため、左足首を内側に捻ってしまった。

38
1～

9

7 11~12
下流の滝でお尻をつけて、足からスライダーしたところ、強い水の流れに右足が

もっていかれてしまい、その際膝をひねった。
35

30

～

49

7 15~16
ホテル内レストランの調理場を歩行中、他のスタッフが床の清掃中で床が濡れてい

たため、足を滑らせ右足を捻った。 右足甲部分の捻挫と診断された。
63

30

～

49

7 19~20
プール内において監視台を前向きに下りようと一段下りた時ポキッと音がして右膝

が痛くなった。
70

10

～

29

7 20~21
店舗でフロント業務（長時間の立ち仕事）を行っていたところ、腰部に激痛を感

じ、業務継続が難しい状態になった。
40

30

～

49

7
9～

10

店舗にて朝の開店準備中、高さ約95㎝のベッドの上から荷物置き用の棚を下ろす

作業中、先に一度床にしゃがんでスリッパを置いてから、立ち上がってすぐに棚を

床に下ろした際、身体を正面から右下に向けて捻る形になり、急激に痛みがはしっ

た。 しばらくの間、立位座位ともに痛みが激しく、歩行も極めて苦痛となる状況

となった。

37
1～

9



7
10～

11

路上において、落車転倒した競輪選手を競走路内側の芝生内に退避させるため、当

該者を含む数名により運ぶとき、芝生で足を滑らせて、左足を挫いた。
45 ―

7
16～

17

食材購入のため、裏口から階段を下りて出ようとしたとき、階段を降りる際に一番

下のゴムマット端に右足を引っ掛けて、右足を捻り、足の甲（小指と踝の間の骨）

を骨折した。

66

50

～

99

7
21～

22

コイン洗浄機で、洗浄したコインが入るキャスター付きコインタンク（160㎝×70

㎝×高さ1m位、70～80㎏）を引っ張ったとき、少し腰に痛みがあったがそのまま

仕事を続けた。 その後、数台のスロット台のコインが回収されたタンク（床より

20㎝位の高さにある箱、約30㎏）を屈んで引っぱり出したときに、立てなくな

り、動くこともできなくなった。

30

50

～

99

9
18～

19

釣り場から戻り、船を固定するためにロープを持って桟橋台船へ移動中に身体のバ

ランスを崩してしまい、左足の甲の外側を痛めてしまった。
54

10

～

29

9
16～

17

休憩後、事業所内休憩室から作業場への移動中、階段を下りている際にすべり止め

につまずいた。
23

100

～

299

9
12～

13

店内にて、パチンコ玉が満ぱんに入った10キロ前後の箱を空箱に交換する際、満

ぱんの箱を持ち上げて、お客様の後ろに置こうとした。 隣で他のお客様が遊技中

だった為、避けようとして足をできるだけ奥に入れて、手の力だけでドル箱を持っ

て置こうと中腰になった瞬間、激痛が走り動けなくなった。

25

50

～

99

10
20～

21

店舗用ホールワーク中、パチンコ出玉交換対応時に、二箱持った際に腰に痛みが

走った。 痛みがずっとあったが様子をみながら仕事を続けていた。
22

10

～

29

10
15～

16

店舗ホール内にて、お客様の玉箱の上げ下ろしを行う際に、玉箱（1箱10kg）を下

ろした際に腰に痛みを感じ、痛みが引かなかった。
29

50

～

99

10 0～1
職場の駐車場にて閉店作業中、不注意で車止めブロックを踏み外し右膝捻挫及び骨

31
1～



折した。 9

11
20～

21

ホール巡回中、右足首を捻って負傷したものである。 身長175㎝／体重110～120

㎏
21

50

～

99

12 8~9 駐車場内でパイロンを設置している際に腰に痛みが走り作業を中止した。 31

10

～

29

12 18~19 お客様のドル箱（約9㎏）を持ち上げた際に、腰を負傷したものである。 26

50

～

99

12 15~16

当社店舗のホール内において、荷台で運んで来た玉箱を右足元に置き、左側の

ジェットカウンターに何箱か流した後、大箱（約30㎏）を中腰姿勢で力を込めて

左方向に体を捻りながら持ち上げた際、背中に強い痛みを感じた。

25

30

～

49

12 9~10

入場整理に使用している鉄製の置き看板を移動させようとした際、左手に画板を持

ちながら右手のみで持ち上げたところ、右肩から鈍い音がして右腕が上がらない状

態となった。 翌日、クリニック（整形外科）にて受診、「右腱板断裂疑い」と診

断を受けた。

57

30

～

49

12 17~18 浴室で倒れて救急車対応になったお客様を運び出す際、右足をひねった。 67

50

～

99

12 14~15
当社店舗にて、脚立を使用して店頭のガラス清掃中、脚立から降りる際に足を踏み

外し負傷した。
33

10

～

29

12 14~15

お客様のドル箱（約7㎏）を持ち上げて下ろす際に、怪我（前月発生）が治ったば

かりの右足に体重をかけて、足首を捻り負傷した。 被災者は、身長175㎝・体重

110～120㎏で、小学生のときに右足首を捻挫している。

22

50

～

99



出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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